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【課題の概要】 
本研究では、極超音速飛行環境下での機体／推進統合技術

の構築、我が国独自の飛行試験インフラの開発、最終的に極
超音速環境下で飛行実証することを目指したものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
研究代表者の実績等から、欧米に比べて本研究のターボジ

ェットエンジンには優位性がある。また、JAXA で採択され
た観測ロケット実験と連動した計画であり実現性も認められ
る。計画している実飛行試験は一回だけなので、実飛行試験
よりどのくらいの研究成果が見込めるか不確定な部分はある
が、成功した際の波及効果が期待できる。 

 


